
出勤時間が早すぎる風土を変化させる！
～始業時間見直しキャンペーン～

第33回洛和会ヘルスケア学会

■共同研究者
副委員長：沖田師長(看護)
委員：中林看護副部長(看護)・赤岩副主任(看護)・片川課員(看護)・安井副主任(看護)・樋口副主任(看護)

笹川課長(渉外室)・吉田課長(CE) ・阿南副係長(CE部)・米澤副係長(薬剤部)・中川課員(放射線部)
藤川係長(リハ部)・民谷課員(リハ部)・関課員(管理課) 

洛和会音羽記念病院
TQM委員会 委員長
○発表者：垣谷 圭祐

1/14



本日の内容

早く出勤しないといけない風土

始業時間を適正化

病院全体で風土変化に取り組む

職員の意識変化

有形効果・無形効果

背景

目的

方法

結果

結論
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背景

情報収集のために
日勤夜勤ともに出勤時間が
早すぎる職員がいる！

30分以上早く来ている
職員多くない！？

勤務より早く来るのが当たり前の
ような風潮をなくしてほしい！

出勤時間が早すぎない？
つまり、始業時間も早すぎない！？
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背景

30分以上前
0～15分前

16～29分前

３８％

３６％

２６％

定刻の何分前に打刻しているか？

n=247

30分以上前
４８％

３３％

１９％

看護部

n=109

30分以上前
１０％

５２％

３８％

事務コメ

n=138

病院全体（医師除く）

うちわけ

R5.4の実績より
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目的

始業時間を適正化し
早く出勤しないといけない風土を変化させる

働き方改革
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方法

各部署へ依頼
①定刻で業務することについてスローガンを考案してください
②自部署の定刻意識の高い職員を数名（1名～3名）人選してください

①について
■職員アンケートによる投票で１つ決定

②について
■モデル職員として働き方の心掛けや工夫を聴取（匿名）

出勤時間が早すぎる風土を変化させるため
病院として職員案内、キャンペーンの実施
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方法

各部署考案のスローガン

看護部 始業時間を見直そう！早くに来なくていいんだよ。

経営管理部・庶務・統計 時間の有効活用で、仕事もプライベートも充実させよう！～始業時間に合わせて、元気にスタート！～

管理課 I Do ME! ～挑め！！～ 自分らしく充実した毎日の為に！！！

渉外室 定時意識とその実行力こそ真の実力だ！～定時出退勤・・・意識を持って挑戦し続ける職員はあなたです～

秘書課 始業前の「それ」時間外労働やおまへんか？勤務時間内でよろしおす♡

地域連携課 考えて！そのミッション、明日で良いのでは！？明るいうちに帰ろうよ♪

入退院支援 メリハリ出勤！メリハリ退勤！充実生活エンジョイしよう!

CE部 定時出勤、定時退社で時間を味方につけて、充実した毎日にしよう！

放射線部 乖離厳禁！（健全な職場作りを心掛けて・・・）

リハビリテーション部 この世は遊び場、人生は一度きり！仕事（オフタイム）は時間内、余暇（オンタイム）には彩りを。

栄養管理室 業務の簡素化を図り時間を作って定時退社、プライベートも楽しもう

薬剤部 仕事は始業時間から！空いた時間は好きに朝活

各部署からスローガンを考案 7/14



方法 職員投票（279人）の結果！スローガン決定！ 8/14



結果

キャンペーン前と比べて"始業時
間"は定刻を意識するようになり
ましたか？

キャンペーンによる働き方改革
への満足度を教えてください

キャンペーンによる働き方改革
の効果を実感していますか？

27%

59%

14%

なった

何とも言えない

ならない

11%

33%

40%

10%

6%

非常に意識するようになった
ある程度意識するようになった

かわらない
ほとんど意識しない

全く意識しない

4%

21%

58%

9%

7%

非常に満足している

満足している

どちらとも言えない

満足していない

全く満足していない

4%
16%

43%
23%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい、効果を実感している
多少、効果を実感している

どちらとも言えない
あまり、効果を実感していない
全く、効果を実感していない

n=178
スローガンに基づいて「メリハリ
出勤！メリハリ退社！」を意識す
るようになりましたか？
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結論

有形効果：出勤時間に変化が！？

無形効果：職員意識の変化が！？
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30分以上前
0～15分前

16～29分前

３８％

３６％

２６％

定刻の何分前に打刻しているか？

n=247

30分以上前
４８％

３３％

１９％

看護部

n=109

30分以上前
１０％

５２％

３８％

事務コメ

n=138

うちわけ

結論：有形効果 11/14

30分以上前
0～15分前

16～29分前

４５％

３４％

２１％

n=239

30分以上前
３６％

３１％

３３％

看護部

n=104

30分以上前
１０％

５４％

３６％

事務コメ

n=135

うちわけ

Before After
R5.4の実績より R5.7の実績より



結論：無形効果

■これからも、早く出勤しないといけない風土を見直
すために継続してほしい。

■従来の働き方を何となく続けるのではなく、有限の
時間を如何に有効的に活用できるかを意識する様に
なった。意識して習慣化することで、自然と始業時間
＝定刻で勤務する様になりました。

■仕事は大切なライフスタイルであり、無理のない仕
事、安心して働ける職場を、一人一人が意識して、安
心して働ける職場を皆で築いていける事を願います。

キャンペーン後の職員の声
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ありがたい声



結論：無形効果

■業務多忙のため、残業がとても多くなっている。
帰れない部署と帰れる部署の乖離がある。

■スタッフが減っているのか忙しくなって残業だらけ
になった。メリハリ退勤どころではない。スローガン
での意識づけではなく人員を増やしてほしい。

■意識改革にはなると思うが、根本的な人手不足をな
んとかしないとどうにもならないと思う。仕事量は減
らないのに手術や入院は増えているし職員を増やすな
どして欲しい。

キャンペーン後の職員の声
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不満や厳しい声



結論：まとめ 14/14

出勤時間の変化がみられた

始業時間を意識した分、後ろの時間外は注意

通勤の都合で早く来ている職員もいるが始業時間から
業務開始する職場風土にするには皆の意識が必要！

後ろの時間外が長くなっていないか確認は必要。
定刻意識で個人の生産性を高める！
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